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1　 は じめに

TIMSSにおける 日本の小 中学生の 成績は

国際的に高い こ とが知られて い るが 、 記述

形式問題 に対する解答で は、国際平均を大

きく下回るもの もあ る。 中山ほか （2004）
は 、 そ こか ら 「二 酸化炭素と消火器」 問題

と 「鉄 橋に塗装が必要な理 由」 問題を対象

として抽出し、 子 どもの 記述をテ キス ト型

デー タ解析ソフ トを用い て分析 してい る 。

本研究で は 、 TIMSS記述形式 問題に対する

小学生の 解答デー
タを分析 し 、 そ の特徴を

明らかにする こ とを 目的 とす る。

2　分析の対象と方法

　本研究の分析対象は、1995年に実施され た

IEA （国際教育到達度評価学会）のプ ロ ジェ ク

ト 「第 3回国際数学 ・理科教育調査 （略称 ：

TIMSS）亅 におい て国際的に求め られた方法に

より抽出された小学校 3 ・4年生の 児童の デ
ー

タで ある 。

　小学生に対する TIMSSにお ける理科の 自由

記述形式問題は 、全 97題中 23題が出題 され

た 。 しか し、児童はすべ て の 問題を解くわ け

では ない ため 、 1つ の 問題 を解い た児童は 500
〜1000人程度で あ っ た 。

　これ らの 問題の 中で採点基準および結果の

データが得られ た 20題の 中で 、 日本の 小学生

の正答率が 50％未満の もの を 「（1）目本の 小

学生が特に で きない 問題」、 正答率が 90％以

上の もの を 「（2） 日本の 小学生が特によくで

きる問題」 として分類 した 。 そ して 、 それぞ

れに該当す る問題の解答 コ ー
ドごとの 割合を

示 したデータか ら、 日本の 小学生の解答の特

徴を分析する。

3　結果

（1）日本の小学生が特にで きない問題

該当する問題は以下の 20題中9題で あつた 。

（a ）動物が敵か ら身を守る方法  

（b）空気の 汚れを少なくする方法  

（c ）子 どもか ら大人 へ  

（d）農場に適した土地 （2）

（e）ロ ウソクの消える理 由

（f）太陽と月 の見 え方

（g）暑い 日にの どが渇 く理由

（h）心臓の 働き

（i）コ ン ピュ
ー

タの役割

採点基準はパ ターン に よっ て大まか にコ
ー

ド化 され、児童の 解答が分類 された 。 問題文

と解答 コ ー ドを （a）を例として以下に示す。

問題 文 ：動物はて きか ら身をまもるために、走

っ た り、 とんだ り、 お よいだ りして にげます。

こ の ほかに 、 身をまもるほ うほ うを二 つ 書きな

さい 。

解答 コ ー ド

＜正答＞

10 ：防御、攻撃、闘争な どの 内容。 例 ：他の 動

　　物におそい か かる。

11 ： かむ、
ひ っ か く、つ の で つ く、 お どす 、 ほ

　　える 、 などの攻撃的な内容 。

12 ：カモ フ ラージ ュ
、 隠れる 、 死んだふ りをす

　　る、などの防御的な内容 。

13 ：か らだを丸 くした り、 毒を出した り、 ．臭気

　　を出した り、 などの 内容。

19 ：その他の 正 しい説明。 例 ： 特殊な武器 を使

　　 つ。 等
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＜誤答＞

76 ：問題文の繰 り返 し。 例 ：走る、とぶ、およ

　　ぐ。 等　 ’

79 ： その 他の誤答。

〈無答＞　 　　 　 　　 　 1

90 ：判読不能 、 解読不能な解答 （
一
度書い た答

　　えを消 して しま っ たもの も含む）

99 ：無記入　　　　　　　　　　　　
｝

（b）の児童の 解答パ タ｝ ン ．（正答率 91．3％）
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（c）の 児童の 解答パ ターン （正答率 90．0％）
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’1っ の 問い にっ い て 2 つ 例

を挙げさせる問題で 、   は 2 つ めの解答であ

るこ とを示 してい る。 こ の 3問の 児童の 解答

パ タ
ー

ン の割合は次の ようで あっ た。 いずれ 、

も無記入が多か っ た。
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（2）日本の 小学生が特によ くで きる問題

　この カテ ゴ リ
ー

に該当する問題は 20 題中

以下の 3題 であっ た 。

（a ）動物が敵か ら身を守る方法  

（b）動物と植物の 関係

（c ）子 どもか ら大人へ  
』

　 （a）（c）は 1 つ の 問い につ い て 2 つ 例を

挙げさせ る問題で、  は 1 つ 目の解答で ある

こ とを示 して い る。 また残 りの （b）は 、 例

を 1つ だ け挙げさせ る問題で あっ 払 それぞ

れ の児童の 解答の 割合を以下 に示す。

（a）の 児童の 解答パ ターン （正答率 92．1％）
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なども含む）の 中で もよく目にするもの の よ

うに見える。

4　考察

　日本の小学生の解答は 、 ある特定の 解答 コ

ー ドに極端に集中する。 その た め 、 2 つ の解

答が求め られる課題で は、1 つ めの解答で正

答率が高 くて も 2 つ 目め解答では無記入が大

変多くなっ て しま っ た りするこ とがあ っ た。

こ うした記述回答の特徴は、 日本の lj・学生に

特徴的なものなの だろうカ  今後は 、 別の 国

の データと比較 しなが ら、よ り詳細に検討を

行っ て い きたい 。

付記 ：本研究は、平成 16年度科学研究費補助

金基盤研究 B（2）「理科における論理的表現力

に関する経年変化研究 1 （代表 ：猿田祐嗣 の

補助を受けて行われたもので ある。
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